















Volunteer activities and Mental health-care at a disaster
site of the Great East Japan Earthquake





ンティア元年」と呼んでいる。その後、2004 年 10 月 23 日に起きた新潟県中越地震などでもボ
ランティア活動が行われている（川村 2006 など）。2011 年 3 月 11 日に起きた東北地方太平洋
沖地震と津波（東日本大震災）でも過去のノウハウが活かされ、現地の社会福祉協議会が支援
の希望者を募り、集まったボランティア希望者を振り分ける体制が確立された。



















（12） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 1・2号　（通巻 39 号）― 12 ―
（2）
には他の場所から流されてきた魚網や漁具が転がっていたので、それらを回収した（Fig .1）。










2011 年 4 月　宮城県南三陸町における被災者支援活動
　東京災害ボランティアネットワーク（以下東災ボと呼ぶ）の支援チームに加わり、4 月 16


































Fig. 3 Fig. 4
Fig. 5 Fig. 6









急サポート支援本部］から協力の依頼があり、参加を決めた。3 月に開設した当初は 24 時間
対応だったが、私が加わった時点では夕方から夜間に深刻な相談電話が増加するという配慮か






























































Fig. 7 Fig. 8
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